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平成１７年８月　１日　東京



調査対象

①基本精度管理調査

・廃棄物試料（重金属類分析用）・・・・共通試料１
　Ｃｄ、Ｐｂ、Ａｓ

・模擬ガス試料（臭気分析用）・・・・共通試料２
　臭気指数



調査対象②高等精度管理調査

・底質試料（内分泌攪乱作用が疑われている物質分析用）
　　　・・・・共通試料３
　フタル酸ジエチルヘキシル

・土壌試料（ダイオキシン類及びコプラナーＰＣＢ分析用）
　　・・・・共通試料４
　　　ダイオキシン類異性体：2,3,7,8-位塩素置換異性体（１７異性体）
　　　ダイオキシン類同族体
　　　コプラナーＰＣＢ異性体（１２異性体）
　　　ノンオルト４項目、モノオルト８項目
　　　ＴＥＱ（毒性当量）：異性体の分析結果にＴＥＦ（毒性等価係数）を乗じて算出
　　　ＴＥＦはWHO/IPCS（1997）による・・・・（事務局で一括算出）

・模擬水質試料（芳香族化合物分析用）・・・・共通試料５
　ベンゾ(a)ピレン、ベ　ンゾフェノン、4-ニトロトルエン



追跡調査

高等精度管理調査：原則として、２か年の調査
　分析方法の限定等を行って調査する

・底質試料
　フタル酸ジエチルヘキシル

・土壌試料
　ダイオキシン類及びコプラナーＰＣＢ



試料

①基本精度管理調査

・廃棄物試料（重金属類分析用）
　下水汚泥の焼却残渣より調製
　（１００メッシュのふるいの通過部分）
　試料中の水分　：　０．６％
　　　強熱減量　：　０．８％

・模擬ガス試料（臭気分析用）

　酢酸エチル2000ppmの窒素バランスのガス

　（プッシュ缶に加圧状態、約0.83MPa）

　酢酸エチルの閾値0.87ppmから算出した臭気指数は３３．６



試料

②高等精度管理調査

・底質試料

　海域から採取した底質より調製
　（１００メッシュのふるいの通過部分）

　試料中の水分：　３．６％
　　　強熱減量：　９．６％



試料
②高等精度管理調査

・土壌試料（ダイオキシン類及びコプラナーＰＣＢ分析用）

　採取した土壌より調製
　（１００メッシュのふるいの通過部分）

　　　試料中の水分：　６．６％
　　　強熱減量：　２２．２％



試料
②高等精度管理調査

・模擬水質試料
　ベンゾ(a)ピレン、ベンゾフェノン及び4-ニトロトルエンを含むエタノール溶液

　分析試料は参加機関が共通試料を水で1000倍希釈して調製

　分析試料中の濃度
　　ベンゾ(a)ピレン　0.33μg/l
　　ベンゾフェノン　　0.25μg/l
　　4-ニトロトルエン　0.46μg/l



測定回数
基本精度管理調査と高等精度管理調査

①基本精度管理調査
　基準値、公的な分析方法等が規定されている測定項目に関する調査
原則として、測定回数３回（同量の試料を３個採り併行測定）

②高等精度管理調査
　基準値、公的な分析方法等が確立されていない（または規定されて間
もない）または高度な分析技術を要する等測定項目に関する調査
　原則として、測定回数１回（２回以上の測定を行った場合には平均値。
　３回以上の測定を行った場合には標準偏差（室内測定精度）も併記

　結果として参加機関数は、基本精度管理調査＞高等精度管理調査



分析結果の回答方法

ホームページに記入して作成

ホームページに記入が難しい場合
　　　　　　　→記入用紙に記入して作成



参加機関数と回答機関数

区分 参加機関数 回答機関数 回収率(％)

都道府県 ５２ ５２ １００．０
公的機関

市 ４５ ４５ １００．０

民間機関 ４２１ ４０８ ９６．９
（４１０） （９７．４）

合計 ５１８ ５０５ ９７．５
（５０７） （９７．９）

（注）以降の集計・解析等の対象となっている回答数を示す。ただし、（ ）内は遅

着のために集計・解析等の対象となっていない回答も含めている。



参加機関数と回答機関数
区分 共通試料1 共通試料2 共通試料3

(廃棄物試料) (模擬ガス試料) (底質試料)

参加 回答 参加 回答 参加 回答
機関数 機関数 機関数 機関数 機関数 機関数

公的機関 都道府県 ４２ ４２ １２ １２ １４ １３
(７) (２) (０)

市 ３８ ３６ ９ ９ １０ ９
(１０) (３) (４)

民間機関 ３９６ ３７８ ２１７ ２０５ １０２ ６３
(４９) (１９) (９)

合計 ４７６ ４５６ ２３８ ２２６ １２６ ８５
(６６) (２４) (１３)

（注１）回答方法にはホームページ、用紙があり、（ ）内は用紙による回答数を示す。

（注２）複数の分析方法等により複数の分析結果を報告し、ひとつがホームページによる報告であった場合に

は、ホームページによる回答としている（ホームページへは、ひとつの回答を可能としている）。



参加機関数と回答機関数
区分 共通試料4 共通試料５

(ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類及び (模擬水質試料)
ｺﾌﾟﾗﾅｰPCB)

参加 回答 参加 回答
機関数 機関数 機関数 機関数

公的機関 都道府県 ２９ ２９ １８ １７
(１) (１)

市 ７ ７ １１ ９
(１) (１)

民間機関 １４６ １４４ ９３ ６６
(１９) (６)

合計 １８２ １８０ １２２ ９２
(２１) (８)

（注１）回答方法にはホームページ、用紙があり、（ ）内は用紙による回答数を示す。

（注２）複数の分析方法等により複数の分析結果を報告し、ひとつがホームページによる報告であった場合に

は、ホームページによる回答としている（ホームページへは、ひとつの回答を可能としている）。



分析結果の解析方法

共通解析
　：すべての分析項目に対する解析

詳細解析（高度解析）
　要因間の相互作用等による誤差を左右する原因を追及する
ために高度解析

　　模擬ガス試料中の臭気指数
　　底質試料中のフタル酸ジエチルヘキシルについて解析



分析結果の解析方法：共通解析

（ ）極端な分析結果 外れ値等
の特定

・基本的な統計量 外れ値等の棄却理由の 一元配置による要因解析
(外れ値棄却の前後) 特定 記録書類の精査 (外れ値等を除く分析結（ 、

・ヒストグラム アンケート調査、希望 果)
により現地調査）

評価 ・分析方法の問題点
・分析上の留意点

等



分析結果の解析方法：共通解析

（１）極端な分析結果（外れ値等）の特定
　「ＮＤ等」で示されているもの
　「Grubbsの方法」により両側確率５％で棄却されるもの（統計的外れ値）

（２）基本的な統計量の算出
　統計的外れ値となった分析結果の棄却前後の統計量を算出
　（平均値、室間精度（標準偏差、変動係数）、最小値、最大値、中央値等）

（３）ヒストグラムの作成
　分析結果に関するヒストグラム
　（横軸は外れ値棄却後の平均値を1.0とした相対値、
　　縦軸は相対度数（％））



分析結果の解析方法：共通解析

（４）極端な分析結果（外れ値等）の棄却原因の解析
　記録書類（分析条件、クロマトグラム、検量線等）の精査
　アンケート調査（原因不明の場合希望により現地調査）

（５）要因別の解析・評価結果の概要
　外れ値等を棄却後の分析結果に関する一元配置の分散分析による要因解析
　（平均値の差の検定及び精度の違いの検定）
　解析において取り上げる要因
　　分析機関の客観情報に関すること(分析機関区分、国際認証取得状況)
　　分析者の経験に関すること(昨年度分析の検体数、経験年数等)
　　室内測定精度、室内測定回数に関すること
　　分析手法に関すること(試料分取量、測定方法、その他測定条件)



分析結果の解析方法：共通解析
（４）極端な分析結果（外れ値等）の棄却原因の解析

アンケート調査

試料と項目 ｱﾝｹｰﾄ数 回収数(回収率)
(機関数)

廃棄物試料 カドミウム 27 19
鉛 10 8
砒素 13 4

計 50 31 ( 62.0)

模擬ガス試料 臭気指数 2 2 (100.0)

底質試料 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 2 2 (100.0)

土壌試料 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類及びｺﾌﾟﾗﾅｰPCB 36 23 ( 63.8)
(33)

模擬水質試料 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ 5 3
ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 6 4
4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 3 2

計 14 9 ( 64.3)



分析結果の解析方法：共通解析
（４）極端な分析結果（外れ値等）の棄却原因の解析
　アンケート調査により原因不明であり、希望により現地調査
　聞き取り及び施設等の観察

試料と項目 現地調査数

廃棄物試料 カドミウム 2
鉛 0
砒素 0

模擬ガス試料 臭気指数 0

底質試料 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0

土壌試料 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類及びｺﾌﾟﾗﾅｰPCB 0

模擬水質試料 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ等 0



分析結果の解析方法：詳細解析
（臭気指数）

解析対象データの抽出

目的変数

説明変数

誤差要因の特定

回帰分析

評価・分析方法の問題点

・分析上の留意点

等

高度解析の概念図（臭気指数）

・目的変数
　各パネル個人ごとに算出された閾値結果（個人別閾値）
・説明変数
　パネル：年令、性別、喫煙の有無、パネルの経験回数
　測定場所などの分析条件：測定回数、分析日数、試験場　　
　
　　　　所（場所、換気、気温、湿度）、鼻あての使用の有無、
　　　　希釈方法、試験時間、試料量
　オペレーター：経験（年数、年間分析試料数）、年令、性別、
　　　　喫煙の有無、臭気判定士の資格の有無

・回帰分析
　重回帰分析
　（ＡＩＣによる変数選択後の重回帰分析）
　二段階の回帰分析
　（パネルに関する条件で回帰分析した後、
　　測定場所などの分析条件やオペレーターに関する条件で
　　回帰分析する）



分析結果の解析方法：詳細解析
（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ）

解析対象データの抽出

目的変数

説明変数

特定指標（説明変数）の設定

標準値の設定

標準的な分析手順の設定

特徴指標の絞り込み

誤差要因の特定

標準的な分析手順の設定

誤差要因の特定（分散分析等）

評価・分析方法の問題点

・分析上の留意点

等

高度解析の概念図



分析結果の解析方法：詳細解析
（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ）

・目的変数
　分析結果

・説明変数（特定指標の絞り込み）
特定指標（説明変数）の設定

分析操作の特徴を表現する指標（特定指標）の設定
　　標準値の設定
　　　　ヒストグラム、特徴指標と分析結果の散布図等から
　　　　各特徴指標の標準値を設定し、
　　　　「標準的な分析手順」を暫定的に設定
　　特徴指標の絞り込み

　「標準的な分析手順の結果」と
　　　「非標準な特定指標を含む手順の結果」の間で、
　　　　各特定指標ごとに平均値、分散の差の検定を行い、
　　　　特定指標を絞り込



分析結果の解析方法：詳細解析
（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ）

・標準的な分析手順の設定
　絞り込まれた特定指標、分析方法の特徴を考慮して、
　「標準的な分析手順」を設定

・誤差要因の特定
「標準的な分析手順の結果」と「非標準な特定指標を含む手順の結果」

　に分類し、
　各特定指標ごとに平均値、分散の差の検定を行い、
　絞り込まれた特定指標が分析結果に与える影響を調べる



解析結果の評価等
共通解析の結果
（１）極端な分析結果（外れ値等）　　（２）基本的な統計量の算出
（３）ヒストグラムの作成　　（４）極端な分析結果（外れ値等）の棄却原
因の解析（記録書類の精査、アンケート調査、現地調査）　　（５）要因
別の解析・評価結果の概要

詳細解析（高度解析）の結果
（１）臭気指数
（２）フタル酸ジエチルヘキシル

解析結果の要約、評価
　　本編第２章（調査結果の概要）に項目別に記載

詳細な解析結果
　　資料編第１部（調査結果）に項目別に記載


